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図1 x²＋6x を表す長方形 
x＋2＝0  x＋3＝0   
x＝－2   x＝－3 
x²＋5x＋6＝0…(1)   
(x＋2)(x＋3)＝0…(2)   
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 以上から、因数分解の解法は、A×B＝0 な


















































































以上から、S2 の方法でも、解が 2、4 となる二次
方程式は無数につくることができると考えられる。 
















＋c＝0…【2】 【1】－【2】より、b＝－6a …【3】 
【3】を【1】に代入 c＝8a…【4】 【0】に代入 ax²－
6ax＋8a＝0…【5】 a で両辺を割る x²－6x＋8
＝0…【6】 
 







qp =−=+ ,　 となることを用いて、
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